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研究成果 
Candida albicansのような好気的生物においては，呼吸
で消費する酸素の 2-3%は反応性が高い活性酸素に変
る. 活性酸素は DNA，たんぱく質あるいは脂質などに
作用して細胞にいろいろな障害を引き起こすことが知ら
れている. これまで Candiぬと活性酸素の関連は，
防御との関連(食菌)との観点から研究されてきたが， 
Candida細胞自身の活性酸素産生などについては知られ
ていなかった.
我々は…速の研究で， 次の成果を得た. ωC.albicans 
も呼吸に依存した活性酸素を産生する一方で， 2種類
のsuperoxidedismutase (SOD)が活性酸素(スーパー
オキシド)を分解・無毒化している.②化学発光法で 
Candidα細胞からのスーパーオキシドの産生の測定法を
確立したー③超高感度カメラを備えた微弱光測定装置
で， カンジダからの活性酸素産生を蘭像として捉えた.
④酵母型より菌糸型細胞の方が活性酸素の産生が旺盛で
あり，病原性発現との関連が示唆された.
これらの成果をもとにして，活性酸素と抗真菌物質と
の関連性を調べた. 先ず AmphotericinB (AmB)を代
次に Azole系物質について調べた. Azole類は細胞膜
に必要な ergosterolの合成阻害をする. Farnesol (FOH) 
はその合成途中から分かれて作られる物質で，カンジダ
の quorumsensing substanceとしても注目されてきてい
る. もし Azole系抗真菌剤で ergosterolの合成が抑制さ
れれば， FOHが蓄積する可能性がある. そこでカンジ
ダ細胞からの活性酸素に対して， FOHがどのような効
果を持つかを化学発光プレート法で調べた. その結果， 
FOHはカンジダ細胞の活性酸紫産生を促進しているこ
とが確かめられた. Azole系抗真菌剤の作用において，
活性酸素は FOHを介して抗真菌剤に共通して関与して
いる可能性があるかも知れない.今後，この機作につい
て個々の抗真菌剤について解析を進めたい.
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